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2019～2022年一番茶画像データの主成分分析と単価モデル

✅主成分分析によって、外観項目による成分１と，主に水色項目による成分２で，荒茶特徴の変動
の71％を説明できる。水色色合と外観色合が高いと単価が高い傾向。
✅荒茶単価の変動は，入札日，品種，水色色合，粒径によって70％説明できる。

2

主成分分析によるバイプロット 入札日、品種、荒茶項目による単価モデル



品種ごとの水色色合の年度推移と管理図
ゆたかみどり さえみどり あさのか
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✅水色色合には年次間差，特に2020年は水色色合の数値が低い。



一番茶時期の気象要因の年時変動
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降水量 各パラメータの分布と推移 湿度

全天日射量 平均気温

✅各年度で気象の特徴は異なる。特に，2022年は降水量が多かった。
✅パラメータの選択には多重共線性に注意（分散拡大係数VIF5以下を目標）。
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各品種の外観色合と水色色合
（2012－2014茶市場データより作成）

各品種の蒸葉特性
（鹿児島県茶業部、2022）

品種の水色色合の特性
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✅品種で水色色合や蒸葉特性は異なる。



品種ごとの水色色合の予測

✅品種の水色色合の年次変動は，気象要因である程度説明できる可能性。ただし、それ以外の
要因も存在する可能性がある。

ゆたかみどり さえみどり あさのか



各工場の品種構成

各工場の年間施肥量 蒸度（深蒸，浅蒸）などの製造法

茶工場の特徴 A B C D E F

✅工場ごとに品種構成，
施肥量，蒸し度が異なる。



遮光によるチャ葉内の葉緑体の増加（Liuら，Frontiers in Plant Science 2020）

遮光によるクロロプラストの増加

✅遮光により茶の葉緑体は増加する。



遮光率の違いによる茶の葉色 光強度による茶の葉色の変化
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クロロフィル合成には適切な光量が必要

小林ら（茶業研究報告111、2011）✅チャのクロロフィル合成は100PPFD
程度の光量が適している。



光強度による色沢の変化
（100PPFD程度が最適）
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クロロフィル合成には適切な光量が必要

最適

晴天時と雨天時での遮光による光強度
（晴天時は85%遮光で最適となるが，雨
天時は85%遮光では最適を下回る）

小林ら（茶業研究報告111、2011）✅雨天時の光量がクロロフィル合成には適している。



クロロフィル a 遮光によるチャ葉内のクロロフィル量の増加とクロロプラスト形成
（Liuら，Frontiers in Plant Science 2020）

遮光によるクロロフィルの増加のメカニズム



新規被覆資材による水色色合の改善につ
いて



白黒Wスクリーン導入による色乗り向上

黒バロン 白黒Wスクリーン



白黒Wスクリーン導入による風傷み軽減
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